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ロジックモデルを用いた  
地域 ICTの機能設計方法の提案  

 

岡村健志†	
 	
 菊池豊†	
 	
 那須清吾† 
 
本稿では，問題解決のための ICTの機能設計プロセスを提案するとともに．高知
県黒潮町の「高齢者の見守り問題」をケーススタディとして，提案するプロセス
の適用状況を報告する．提案するプロセスは，まず，ステークホルダの認知マッ
プを統合化することで問題構造分析を行う．次に，問題構造とそれにに作用する
機能を検討し，ロジックモデルを図式化することで，問題解決に必要な地域 ICT
の機能を検討しようとするものである．提案するプロセスをケーススタディに適
用し，問題解決に必要なアウトカムやアウトプット，それらに必要な ICT機能を
論理的に明示化できることを確認する．また，このプロセスを実際の社会システ
ムにおいて実用化するための課題を抽出する． 

 
 

Proposition for a Functional Design Method of 
Regional ICT By Using a Logic Model  

 

Kenji Okamura, † Yutaka Kikuchi††  and Seigo Nasu	
 	
  
 
In this study, we propose a method for a functional design of ICT for problem-solving. 
We also apply a method to a practical case. A proposed method is to build up the logic 
model in which regional issues are structured by civil awareness and pheomena. We also 
confirm that outcomes, outputs and ICT functions necessary for problem-solving are 
logically clarifyed by a proposed method. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

1. はじめに   

地域経済の活性化や地域が抱えるそれぞれの課題に対し，ICT（情報通信技術）の
利活用を通じてその解決を図ろうとする取り組み「地域 ICT」が各地で積極的に展開
されている．地域 ICTは高額な事業費や長期的な開発期間を伴うインフラ整備に比べ,
安価で短期間で整備できる現実的な手段として関心が高い．地域 ICT を実施するため
に通信インフラも比較的整備され，リッチなコンテンツやサービスを提供しやすい環

境が整っている． 
地域 ICTの目的が，地域の問題を解決することであり．問題解決の取り組みを行う

ことではないのは自明である．しかし，筆者が実際に地域の情報化に携わるなかで，

しばしば問題解決の取り組みを行うことに力点がおかれている光景を目の当たりにす

る．それは，事業主体が事業の目的や地域での必要性を抽象的にしか表現できないこ

と，地域 ICTに必要な機能を明確にできないこと，導入した地域 ICTの評価に対する
関心が低いといった態度から想像される．また，しばしば地方自治体では PDCAサイ
クルという言葉が用いられるものの，サイクルでは，事業内容，初期費用や運用費用，

ステークホルダーの調整，メンテナンスや運用体制に対する配慮にとどまり，問題解

決の状態はない． 
地域 ICTを積極的に駆使した取り組みを推進することや，各地で多様な，あるいは

先進的な技術を用いて地域 ICTを展開することは，工学的立場や技術者として非常に
興味深いものである．これまでのように，地域 ICTの認知や浸透度が低い時代におい
ては，地域 ICTの有効性を世に知らしめるため，積極的な技術指向や事例づくりは重
要なプロセスであったといえよう．しかしながら，地域 ICTが全国的に普及した今日
において，地域の問題を解決する ICT施策を導入する上で最も興味を持つべき対象は，
その技術レベルの高さやサービス内容の多様さではなく，どの程度問題を解決できる

のか，あるいはできたのかである．さらには，そのためにどのようなプロセスを図る

べきかである． 
本稿では，地域 ICTが地域の問題を解決できるのかという命題を前提に，解決に必

要な地域 ICT施策の設計プロセスを提案する．また，実際の事例での適用を試み，社
会システムにおけるプロセスの適用性を検証する． 

2. ロジックモデルを用いた機能設計方法  

地域の問題解決のための ICT施策の機能設計方法としてロジックモデルを用いた機
能設計プロセスを提案する．また，そのプロセスを紹介する． 
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重ねることで問題を俯瞰的にとらえることが可能となったといえよう． 
一方で，高齢者の守り問題を網羅的に捉えたかどうかについては検証できていない． 

今後は，ヒアリングをさらに重ねることで網羅性の検証を図りたい． 
 

 
図 2 認知マップ（ヒアリング対象者別の認識） 

 
(2) ロジックモデルの構築  
次に，見守り問題解決のためのロジックモデルを図 3に示す．黒潮町の見守り問題

解決のためのロジックモデルは，見守り問題は「生きがい」「生命の危機」「生活困難」

「不健康」の 4つのアウトカムとその問題構造モデル（図中の実践矢印で結ばれた上
中層部）で構成された．また，問題構造モデルに作用する機能を検討すると，買い物

機能やコミュニケーション機能など 15の機能（機能は図中の中層部，赤点線で結んだ
四角囲いの部分）の必要性を論理的に明示化できた．さらに，現在黒潮町で実施され

ている既存事業の効果モデルと 15の機能（下層部の黒点線で結んだ部分）を関連づけ
ることができた． 
ロジックモデルからは，現在黒潮町で行われている施策は機能維持や生活身体支援，

コミュニケーション機能などが重点的に実施されている一方で，認知維持，運転環境

向上，通報監視などの機能は，ほとんど考慮されていないことがわかる．これらの機

能を備えた地域 ICTの導入は，これまで対策が図られることがなかった高齢者の生命
の危険性を軽減し，高齢者の見守り問題の解決に効果的に作用することであろう．ま

た，今回は既存施策の効果までは把握できなかったものの，それが観測されている場

合は，効果の低い施策を代替する ICT施策を検討することも可能となろう． 
一方で，現状では，ロジックモデルから導いた 15の機能のうち，ICTにどの機能を

具備することが問題解決の最適なポートフォリオとなりうるか，あるいは問題解決の

ために優先的に対処すべきアウトプットについては検討が困難であった．これには，

アウトカムに対して効果的なアウトプットを明らかすることが必要である．以後，問

題構造モデルを定量化することを試みることで対処したい． 
 

 
図 3	
 ロジックモデル 

4. おわりに  

本稿では，地域の問題解決のための地域 ICTの機能設計方法として，地域の問題構
造モデルと施策の効果モデルを融合したロジックモデルを構築すること，その手続き

を提案した．また，ケーススタディを通じて，その適用性に対する検証状況について

報告した． 
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その結果，ロジックモデルを用いることで，問題解決に対して論理的に必要とされ

る ICT施策の機能設計の可能性を示した．実際に，ケーススタディとした黒潮町の担
当者からは，本手法で提示したロジックモデルが，問題の可視化や今後の施策検討に

ついて有効であるとの意見が寄せられた．  
一方で，問題解決に必要とされる多くの機能のなかから，ICT 施策に導入する機能

を選定するプロセスにおいて課題を残した．今後はロジックモデルを定量的に示すこ

とで，最適な ICT機能の選択モデルを検証したい．また，同時にロジックモデルを用
いて問題がどの程度解決できているのか評価する仕組みも検討する必要がある． 
地域 ICTによって問題解決をしようとする試みはまだまだはじまったばかりである．

ICT 技術者の存在の如何に関わらず，ロジックモデルなどのマネジメントツールを用
いて，地域が最適な ICTの運用モデルを維持し，効率的に問題解決が図られることを
期待したい． 
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